
88
№89№89

よいし
ょ、こ

らしょ

よいし
ょ、こ

らしょ

親子で楽しむ

　　カヌー体験会

親子で楽しむ

　　カヌー体験会

人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

20122012広報広報



■表紙の写真説明

８月号　目 次

　７月１６日、さつま町ほたる公

園（夜星川）で「親子で楽しむカ

ヌー体験会」が開催されました。

　カヌーに乗るのが初めての子ど

もも多く、最初はなかなか前に進

みませんでしたが、指導を受ける

とすぐにコツをつかみ自由に操っ

ていました。

親子で楽しむカヌー体験会

「さつまの日」推進事業

２　「健康さつま21」の改訂に向けて

４　さつま町住宅団地のご案内

18　がんばれ！スポーツ少年団

12　まちの園芸作物紹介

11　保健師だより

　　健康な生活習慣紹介

６　まちのニュース

14　くらしの情報

13　川内川激特・鶴田ダム再開発速報

９　さつま町職員採用試験の案内

10　ためになる「お口のお話し」

17　がんばれ認定農業者

20　人・夢

　　休日在宅医・薬局

19　誕生・おくやみ

　　１歳で～す

水辺の安全教室

２広報さつま３ 広報さつま

「健康さつま２１」とは、平成１８年３月に、町の総合振興計画の推進を図る

ため、町民一人ひとりの主体的な健康づくりを地域社会全体で支援し、総合的

かつ効果的に推進していく健康づくり運動の指針として策定されています。

　今回、改訂のまえの平成２３年１２月に、町内の一部の小学・中学・高校生

と一般町民を対象に、改訂に向けた基礎調査を実施しましたので、主な結果を

広報８月号・９月号でお知らせします。

　
当
初
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の

５
年
間
と
し
、
毎
年
事
業
推
進
状
況
の
検
討
評
価

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
に
「
健
康

日
本
21
」
「
健
康
か
ご
し
ま
21
」
と
の
調
和
等
を

図
る
た
め
２
年
延
長
と
な
り
、
平
成
24
年
度
ま
で

の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、

食
生
活
栄
養
・
身
体
活
動
運
動
・
休
養
こ
こ
ろ
の

健
康
・
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
歯
の
健
康
・
生

活
習
慣
病
の
７
つ
の
領
域
に
わ
た
り
、
個
々
の
健

康
観
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取
り

組
む
健
康
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の

内
容
に
つ
い
て
策
定
し
ま
す
。

　
今
回
の
改
訂
の
大
き
な

特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
鹿
児
島
県
の
調
査
結
果
と
比
較
し
ま
す
。

・
主
な
結
果
を
前
回
と
比
較
し
ま
す
。

・
国
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
３４
年
度
ま
で
の
１０
年
間
計

画
と
し
ま
す
。

・
健
康
寿
命
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
と
い

う
新
た
な
項
目
を
検
討
し
ま
す
。

　
「
健
康
さ
つ
ま
21
」
改
訂
版
策
定
ま
で
の
流
れ

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
基
礎
調
査
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
基
礎
調
査
で
は
、
平
成
17
年
度
と
同
様
に
、

町
内
の
小
学
４
年
生
及
び
小
学
６
年
生
、
中
学

２
年
生
、
高
校
２
年
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
と
も
、

平
成
17
年
度
と
比
較
し
て
、
生
徒
数
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
朝
食
を
摂
取
す
る
こ
と
は
、
学
校
で
の
勉
強

や
活
動
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
町
で

は
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
」
を
勧

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
朝
食
の
摂

取
は
、
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
平
成
17
年
度
の
調
査
で
は
、
朝
食
を

殆
ど
摂
取
し
な
い
中
学
生
は
２
．
52
％
、
高
校

生
で
は
９
．
６
％
で
し
た
が
、
平
成
23
年
度
の

調
査
で
は
、
中
学
２
年
生
は
２
．
８
％
、
高
校

２
年
生
は
７
．
５
％
と
、
高
校
２
年
生
が
若
干

で
す
が
改
善
を
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
よ
く
あ

る
」
「
時
々
あ
る
」
の
割
合
が
、
高
学
年
に
な

る
に
つ
れ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
４
年
生
で
は
、
小
学
６
年
生
、

中
学
２
年
生
よ
り
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
「
よ

く
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
児
童
が
多
い
状
況
で

あ
り
、
今
後
、
睡
眠
不
足
等
他
の
結
果
と
比
較

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
歯
磨
き
は
、
夜
寝
る
前
が
効
果
的
で
す
。

「
朝
ご
飯
後
」
が
ど
の
学
年
も
最
も
多
く
、「
夜

寝
る
前
」
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

も
っ
と
指
導
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「健康さつま２１」の改訂に向けて!

平成２４年度は、「健康さつま２１」の改訂年度です。

「
健
康
さ
つ
ま
21
」
策
定
の
流
れ

「
健
康
さ
つ
ま
21
」
の
内
容

改
訂
ま
で
の
流
れ

基
礎
調
査
の
対
象
と
回
答
者
数

改
訂
の
特
徴

小
学
・
中
学
・
高
校
生
の
調
査
結
果

学
年
別
性
別
の
状
況

基
礎
調
査
の
分
析
・
前
回
と
の
比
較

分
析
に
基
づ
い
た
文
章
作
成

公
表
に
よ
る
意
見
募
集
後
、
改
訂

学
年
別
朝
食
摂
取
の
状
況

学
年
別
飲
酒
経
験
の
状
況

学
年
別
イ
ラ
イ
ラ
感
の
状
況

学
年
別
歯
磨
き
の
状
況

お
問
い
合
わ
せ
先

さ
つ
ま
町
役
場 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
電
話
（
53
）
１
１
１
１

　
（
内
線
　
2
1
4
3
・
2
1
4
4
）
　

　
未
成
年
の
飲
酒

は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
も
の

の
高
学
年
に
な
る

ほ
ど
、
飲
酒
経
験

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
校

２
年
生
は
10
人
、
小
学
４
年
生
・
６
年
生
・
中

学
２
年
生
で
も
１
人
～
２
人
が
「
よ
く
飲
む
」

と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
対
策
が

必
要
で
す
。

※回答者数は一部回答者を含む。

※人数は、全ての質問に回答した数とする。

調
査
対
象

小
学
４
年

小
学
６
年

中
学
２
年

高
校
２
年

一
般
住
民

回
答
者
数

対
象

194
人

194
人

192
人

196
人

190
人

179
人

159
人

819
人

169
人

1000
人

Ｈ17年度

108

100

111

114

87

79

83

85

93

103

84

67

118

149

126

96

Ｈ23年度 Ｈ17年度 Ｈ23年度

（人数）

男 女

小学４年生

小学６年生

中学２年生

高校２年生

図2　朝食を殆ど食べない

0

2

4

6

8

10

12

中学2年生 高校2年生

（％）

H17年度
H23年度

図１　学年別朝食摂取状況
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週２～３日食
べる

週４～５日食
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回答なし

図３　お酒を飲んだ経験
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小学４年生

小学６年生

中学２年生

高校２年生

飲んだことはない
過去に何回か飲んだ
よく飲む

図４　イライラする
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小学４年生

小学６年生

中学２年生

高校２年生
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図５　歯磨きをするとき
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４広報さつま５ 広報さつま

定
住
促
進
住
宅
団
地

は
対
象
外
の
区
画
で
す
。

　
さ
つ
ま
町
土
地
開
発
公
社
で
は
、
定
住
促
進
の
一
環
と
し
て
住
宅
を
建
築
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
住
宅

団
地
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

　
温
泉
付
き
、
緑
に
包
ま
れ
た
静
か
な
住
環
境
、
賃
貸
方
式
な
ど
特
色
あ
る
優
良
物
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
つ
ま
町
土
地
開
発
公
社
（
企
業
誘
致
対
策
室
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
町
で
は
、
分
譲
型
の
住
宅
団
地
の
ほ
か
に
、
中
津
川
地
区
に
定
住
促
進
住
宅
団
地

を
造
成
し
、
１
坪
当
た
り
月
額
１
０
０
円
で
20
年
間
の
賃
貸
方
式
に
よ
る
宅
地
の
契

約
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
誘
致
対
策
室
ま
た
は
、
薩
摩
支
所
総
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○賃貸料

　１坪（3.3㎡）当たり月額100円

○貸付契約期間

　20年間（期間満了後は自分の土地になります。）

※ただし、12年経過後に滞納がなく、賃借料を納めていた場合、残りの

賃借料を全額納めれば、自分の土地になります。　

面 積

価 格

分 譲 区 画 数

坪 単 価

108坪～132坪（一般宅地）

105坪～117坪（温泉付き）

388万円～467万円（一般宅地）

462万円～580万円（温泉付き）

29,500円～37,800円（一般宅地）

43,800円～49,400円（温泉付き）

13区画（一般宅地）

11区画（温泉付き）

佐志ニュータウン （平成24年7月1日現在）

129坪・131坪

２区画

面 積

募 集 区 画 数

中津川定住促進団地

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町中津川字不堂
■水　  道　各区画に引込み管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％　　　

（平成24年7月1日現在）

面 積

価 格

坪 単 価

分 譲 区 画 数

65坪～128坪

230万円～474万円

35,000円～39,000円

６区画

鶴田湯田原ニュータウン

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町神子字石橋段
■水    道　各区画に引込み管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％　　　

（平成24年7月1日現在）

面 積

価 格

坪 単 価

分 譲 区 画 数

77坪・96坪

255万円・351万円

33,000円・36,500円

２区画

鶴田赤坂ニュータウン

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町鶴田字赤坂
■水　  道　各区画に引込み管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％　　　

（平成24年7月1日現在）

済
済

済

済

済

済

済

済済

済

済

済

済 済
済

済

済

済

済

済

済済

九電柱
ＮＴＴ柱

Ａ-１ Ａ-２Ａ-３

Ａ-６ Ａ-７Ａ-８

Ａ-４ Ａ-５

Ａ-９ Ａ-10

Ｄ-１ Ｄ-２

Ｄ-５ Ｄ-６ Ｄ-７ Ｄ-８

公園

九電鉄塔

Ｃ-２Ｃ-３

Ｃ-４Ｃ-５Ｃ-６

集会所
（予定）

Ｈ-１

Ｈ-４

Ｈ-３

Ｈ-２

Ｉ-１

I-２

Ｉ-３

Ｇ-１

Ｇ-２

Ｇ-３

Ｇ-４

Ｇ-５

Ｆ-１

Ｆ-２

Ｆ-３

Ｆ-４

Ｆ-５

Ｅ-１Ｅ-２

Ｅ-３

Ｅ-４

Ｅ-５

公園
調整池

分譲済み区画

温泉付区画

Ｂ-２

Ｂ-４ Ｂ-５ Ｂ-６
済

済

済

済済済済

済

済

済

済
済

済

済

済

済

済

済

済

済

済

済

済

Ｃ-１
済

Ｂ-３
済

Ｂ-１
済

済
Ｄ-３ Ｄ-４

済

佐志ニュータウン（温泉付き） （一般住宅）
区画 区画

番号 ㎡ 坪 土地価格 坪単価 番号 ㎡ 坪 土地価格 坪単価

Ａ-1 387.56 117.23 5,602,000 47,786 1,400,821 Ｄ-1 401.06 121.32 3,904,000 32,179 976,499

Ａ-2 374.47 113.27 4,963,000 43,816 1,241,218 Ｄ-2 401.08 121.32 3,904,000 32,179 976,742

Ａ-3 374.84 113.38 4,968,000 43,817 1,242,349 Ｄ-5 397.40 120.21 4,262,000 35,455 1,065,544

Ａ-4 373.58 113.00 4,951,000 43,814 1,238,473 Ｄ-6 399.72 120.91 3,893,000 32,198 973,991

Ａ-6 388.05 117.38 5,799,000 49,404 1,450,938 Ｄ-7 398.70 120.60 3,882,000 32,189 971,483

Ａ-7 375.82 113.68 4,981,000 43,816 1,245,585 Ｅ-2 359.69 108.80 4,109,000 37,767 1,028,092

Ａ-8 375.97 113.73 4,983,000 43,814 1,246,070 Ｆ-3 414.99 125.53 4,040,000 32,184 1,010,013

Ａ-9 374.31 113.22 4,961,000 43,817 1,240,568 Ｆ-4 435.01 131.59 4,234,000 32,176 1,059,636

Ｂ-2 348.72 105.48 4,622,000 43,819 1,155,592 Ｇ-1 416.05 125.85 4,670,000 37,108 1,168,013

Ｂ-5 350.08 105.89 4,640,000 43,819 1,160,125 Ｇ-2 417.31 126.23 3,979,000 31,522 994,917

Ｃ-2 357.57 108.16 4,739,000 43,815 1,185,219 Ｇ-3 418.16 126.49 4,133,000 32,675 1,034,203

Ｉ-1 439.13 132.83 3,923,000 29,534 980,764

Ｉ-2 399.43 120.82 3,997,000 33,082 1,000,268

　面　　　積 新分譲価格
値下額 値下額

　面　　　積 新分譲価格

さ
つ
ま
町
住
宅
団
地
の
ご
案
内

●佐志ニュータウン新分譲価格　　　　値下げ実施中20％

■所 在 地　鹿児島県薩摩郡さつま町田原字古城
■上 水 道　各区画に引込み管設置済み
■下 水 道　農業集落排水管設置済み
■ガ　　ス　プロパンガス（個人設置）
■建ぺい率　 70％
■容 積 率　400％　　　

は
対
象
外
の
区
画
で
す
。

賃
借
の
場
合
、
温
泉
付
き
区
画
は
対
象
外
で
す
。

分
譲
・
賃
貸
方
式
対
象
住
宅
団
地

残り

２４
区画

残り

２
区画

残り

６
区画

残り

２
区画

お問い合わせ先

（分譲型住宅団地）さつま町土地開発公社（企業誘致対策室）電話53－1111　内線2225

（定住促進住宅団地）薩摩支所 総務係　　　　　　　 　　　電話53－1111　内線6112

　http//www.satsuma-net.jp（詳細はホームページでご覧になれます。）

宅地２
515.33㎡

契約済

宅地３
497.70㎡

契約済

宅地４
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のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

日
特
野
球
部
　
準
優
勝

た
く
さ
ん
米
が

　
実
り
ま
す
よ
う
に
！

別
野
地
区
農
用
地
利
用
改

善
組
合
へ
農
用
地
利
用
規

程
認
定
書
の
交
付

「
農
事
組
合
法
人

　
　
　
ひ
と
つ
き
」
誕
生

泥
ん
こ
ま
み
れ
で
楽
し
い
ね

泥
ん
こ
運
動
会

交
通
安
全
広
報
車
の
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ら

た
け
の
こ
の
水
煮
が

 

ふ
る
さ
と
認
証
食
品
に

防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
よ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
交
流

地
域
の
方
と

　
　
触
れ
合
い
ま
し
た

要介護状態になることを
予防しています

６広報さつま７ 広報さつま

準優勝した日特野球部

柳田書記・会計、福留組合長、久保副組合長（左から）

永福組合長（左）から日髙町長へ広報車が贈呈されました

認証証書とたけのこの水煮を手にする藤咲代表取締役
ボールを使った運動の様子ボールを使った運動の様子

砂防ダムの模型を前に記念撮影

ソフトバレーで仲良くなりました設立総会の様子

三角枠を使った田植え

参加者全員で記念撮影

　
７
月
４
日
、
自
動
車
共
済
取
扱

事
業
所
で
も
あ
る
北
さ
つ
ま
農
業

協
同
組
合
か
ら
、
利
益
還
元
及
び

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、

町
へ
交
通
安
全
広
報
車
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
広
報
活
動
、
交

通
安
全
教
室
な
ど
、
交
通
事
故
防

止
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
へ

の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
㈱
サ
ツ
マ
食
品
（
求
名
）
が
製

造
し
て
い
る
「
た
け
の
こ
の
水

煮
」
が
鹿
児
島
県
ふ
る
さ
と
認
証

食
品
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
産
の
原
材
料
や
伝

統
的
な
製
法
等
を
用
い
て
、
県
内

で
製
造
さ
れ
る
食
品
に
つ
い
て
、

品
目
ご
と
に
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
食
品
を
「
鹿
児
島
県
ふ
る
さ

と
認
証
食
品
」
と
し
て
認
証
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
特
産
品
の

消
費
者
へ
の
普
及
啓
発
及
び
製
造
、

販
売
の
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。

　
６
月
２７
日
、
山
崎
小
学
校
で
５

年
生
を
対
象
と
し
た
防
災
に
つ
い

て
の
出
前
授
業
と
現
場
見
学
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
学
や
体
験
活
動
を
通
し
て
近

く
に
建
設
さ
れ
て
い
る
砂
防
ダ
ム

へ
の
理
解
を
深
め
自
然
災
害
を
身

近
に
感
じ
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生

か
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
北
薩
地
域
振
興
局
建

設
部
の
担
当
者
よ
り
土
砂
災
害
に

対
す
る
備
え
等
に
つ
い
て
の
授
業

が
行
わ
れ
、
命
の
大
切
さ
や
自
然

災
害
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
な
ど

学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笹
田
建
設
（
船
木
）
の

協
力
に
よ
る
模
型
を
使
っ
た
砂
防

ダ
ム
の
説
明
や
測
量
機
器
の
体
験

で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
普
段
使
用

す
る
こ
と
の
な
い
機
器
に
興
味
を

示
し
、
操
作
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
１６
日
、
町
総
合
体
育
館
で

６
校
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
宮
之
城
中
学
校

に
進
学
す
る
小
規
模
６
小
学
校

（
流
水
、
佐
志
、
白
男
川
、
泊
野
、

平
川
、
柊
野
）
の
５
・
６
年
児
童

が
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
開
催
さ

れ
、
今
回
で
３９
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
６０
人
の
児
童
が
参
加
し
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
相
互
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
の
う
ち
は
な
か
な
か
打

ち
解
け
ら
れ
ず
に
い
た
子
ど
も
た

ち
も
、
試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
仲

良
く
な
り
、
点
数
が
入
る
た
び
に

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
１２
日
、
柊
野
小
学
校
児
童

１０
名
に
よ
る
学
校
公
開
（
校
区
で

の
出
前
公
開
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
柊
野
小
の
教
育
活
動
を
校

区
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
、
全
校
児
童
、
保
護
者
、
校
区

民
の
相
互
交
流
を
深
め
、
学
校
教

育
の
充
実
・
発
展
へ
と
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
柊
野
の
中
間
公
民
館

を
訪
れ
、
エ
イ
サ
ー
の
披
露
や
学

校
紹
介
、
各
学
年
に
よ
る
発
表
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
活
動
で
は
地

域
の
方
と
カ
ル
タ
や
ゲ
ー
ム
を
行

い
、
最
後
は
握
手
を
し
た
り
肩
を
た

た
い
た
り
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
６
月
２９
日
～
７
月
２
日
に
高
知

県
で
第
３４
回
西
日
本
軟
式
野
球
大

会
（
２
部
）
が
開
催
さ
れ
、
本
町

の
日
本
特
殊
陶
業
㈱
鹿
児
島
宮
之

城
工
場
の
野
球
部
が
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　
梅
雨
時
期
の
蒸
し
暑
い
中
、
３

日
間
で
５
試
合
を
戦
っ
た
ハ
ー
ド

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
高

知
県
で
日
特
野
球
部
旋
風
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
選
手
全

員
最
後
ま
で
諦
め
ず
プ
レ
ー
し
ま

し
た
。

　
今
回
惜
し
く
も
決
勝
戦
で
、
熊

本
県
の
水
晶
苑
に
３-

４
で
敗
れ

ま
し
た
が
、
手
塚
監
督
は
「
７
月

末
に
は
長
崎
県
で
高
松
宮
賜
杯

（
２
部
）
九
州
大
会
が
開
催
さ
れ

る
た
め
、
決
勝
戦
で
敗
れ
た
熊
本

県
の
他
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
必

ず
リ
ベ
ン
ジ
出
来
る
よ
う
に
自
分

達
の
課
題
を
修
正
し
大
会
に
取
り

組
み
、
再
度
、
全
国
大
会
の
切
符

を
手
に
入
れ
た
い
」
と
抱
負
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
（
情
報
提
供
・
手
塚
寛
監
督
）

　
６
月
２０
日
、
県
立
北
薩
広
域
公

園
の
田
ん
ぼ
で
盈
進
小
学
校
５
年

生
が
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
は
、
公
園
職
員
の
指
導

で
昔
な
が
ら
の
「
三
角
枠
」
を
使

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
梅
雨
の
時
期
に
し
て

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
５
枚
の
田
ん

ぼ
す
べ
て
を
手
植
え
で
終
了
し
ま

し
た
。

　
秋
に
は
、
稲
刈
り
体
験
と
１２
月

に
は
収
穫
し
た
「
も
ち
米
」
で
餅

つ
き
を
行
う
予
定
で
す
。

　
６
月
２０
日
に
中
津
川
の
別
野
地

区
農
用
地
利
用
改
善
組
合
が
、
別

野
地
区
の
農
家
が
集
ま
っ
て
、
担

い
手
の
明
確
化
や
農
地
の
集
積
、

営
農
計
画
・
機
械
利
用
、
作
業
計

画
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
く
組
織

と
し
て
、
日
髙
町
長
か
ら
認
定
書

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
本
年
４
月
に
設
立
さ

れ
、
「
別
野
集
落
の
み
ん
な
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
地
域
農

業
と
集
落
民
全
体
が
豊
か
で
共
生

で
き
る
集
落
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
農
用
地

利
用
規
程
」
を
定
め
、
こ
れ
を
町

に
提
出
し
農
業
委
員
会
と
北
さ
つ

ま
農
業
協
同
組
合
に
意
見
を
求
め

適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
町
内
で
は
１５
番
目
で
す
。

　
当
日
は
、
福
留
國
光
組
合
長
、

久
保
司
副
組
合
長
、
柳
田
周
作
書

記
・
会
計
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
留
組
合
長
は
、
「
昨
年
、
設

立
さ
れ
た
別
野
農
作
業
受
託
組
合

と
の
連
携
を
図
り
、
別
野
集
落
の

農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
こ
の

た
め
に
農
業
機
械
の
更
新
を
抑
え

な
が
ら
活
動
拠
点
施
設
の
整
備
も

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
１７
日
、
一
ツ
木
公
民
館
で

「
農
事
組
合
法
人
ひ
と
つ
き
」
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
員
は
３８
名
で
、
さ

つ
ま
町
で
は
「
農
事
組
合
法
人
永

野
む
ら
」
に
次
ぐ
法
人
に
な
り
ま

す
。

　
平
成
１９
年
２
月
に
特
定
農
業
団

体
一
ツ
木
営
農
組
合
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
集
落
ぐ
る

み
型
」
の
集
落
営
農
組
織
と
し
て

農
作
業
受
託
や
さ
と
い
も
、
ジ
ャ

ン
ボ
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
高
齢
者
や
兼

業
農
家
も
参
加
で
き
る
野
菜
栽
培

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
法
人
設
立
で
地
域
の
農

地
や
農
業
を
守
る
た
め
の
基
礎
が

で
き
ま
し
た
。

　
６
月
１０
日
、
永
野
小
学
校
学
習

田
で
永
野
小
学
校
泥
ん
こ
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
永
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

主
催
で
、
自
然
体
験
・
児
童
及
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
親
睦
交
流
を
目
的

に
田
植
え
前
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
小
学
生

な
ど
約
８０
名
が
参
加
し
、
ど
ろ
ん

こ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
早
苗
キ
ャ
ッ

チ
な
ど
合
計
６
種
目
の
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

　
始
め
の
う
ち
は
お
そ
る
お
そ
る

田
ん
ぼ
に
足
を
入
れ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
、
慣
れ
て
か
ら
は
自
分

か
ら
田
ん
ぼ
に
飛
び
込
ん
だ
り
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
泥
ん
こ
ま

み
れ
に
な
り
、
楽
し
い
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。

　町の高齢者が元気なうちから、

自主的に介護予防に取り組んでい

ただく事を目的に「さつまハッス

ル貯筋教室」を行っています。

　参加者は介護予防の必要性を理

解され、生活の中で実践し、習慣

化できるよう楽しくいきいきと取

り組まれています。

「
力
を
合
わ
せ
て
田
お
こ
し
」
の
様
子

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
駆
け
ま
わ
り
ま
し
た



８広報さつま９ 広報さつま

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
下
旬
に
か
け
て
、
川
薩
地
区
中
学
校
総
合
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
日
頃
の
体
育
学
習
や
部
活

動
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
県
大
会
に
川
薩
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
団
体
・
個

人
種
目
を
紹
介
し
ま
す
。

（
　
）
は
川
薩
地
区
中
学
校
総
合

　
　
　
体
育
大
会
の
順
位
で
す
。

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 

男
子
　
宮
之
城
中
学
校
（
１
位
）
・
鶴
田
中
学
校
（
３
位
）

　
女
子
　
鶴
田
中
学
校
　
（
１
位
）
・
山
崎
中
学
校
（
３
位
）

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

 

女
子
　
宮
之
城
中
学
校
（
１
位
）

■
野
球

 

男
子
　
鶴
田
中
学
校
（
２
位
）

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

男
子
　
宮
之
城
中
学
校
（
４
位
）

■
柔
道

　
女
子
　
宮
之
城
中
学
校
（
１
位
）

◎
個
人
　
宮
之
城
中
学
校
　
５
人

■
陸
上

 

男
女
総
合
　
宮
之
城
中
学
校（
３
位
）

　
男
子
総
合
　
宮
之
城
中
学
校（
３
位
）

 

低
学
年
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
山
崎
中
学
校（
２
位
）・
鶴
田
中
学
校（
４
位
）

　
低
学
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
鶴
田
中
学
校（
４
位
）

◎
個
人
　
山
崎
中
学
校
　
　
２
人

　
　
　
　
宮
之
城
中
学
校
　
９
人

　
　
　
　
鶴
田
中
学
校
　
　
15
人

　
　
　
　
薩
摩
中
学
校
　
　
４
人

■
卓
球

◎
個
人
　
宮
之
城
中
学
校
　
２
人

■
水
泳

◎
個
人
　
宮
之
城
中
学
校
　
20
人

　
　
　
　
鶴
田
中
学
校
　
　
８
人

※
水
泳
は
、
川
薩
地
区
大
会
の
成
績
に
関
係
な
く
、

　
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

昭和５９年４月２日(28歳)

から平成７年４月１日（18

歳）までに生まれ、高等学

校以上の学校を卒業した者

又は平成２５年３月に卒業

見込みの者

昭和５７年４月２日(30歳)

から平成７年４月１日（18

歳）までに生まれ、高等学

校以上の学校を卒業した者

又は平成２５年３月に卒業

見込みの者

職　　　　　種 一般行政職 土　木　技　師 消　防　職

採用予定人員

受　験　資　格

試　　験　　日

申込用紙の受け取り

申 込 手 続 き

受験申込期限

受験申込受付時間

お問い合わせ先

若干名 １名 １名

昭和５９年４月２日(28歳)から

平成７年４月１日(18歳)までに

生まれ、高等学校以上の学校を

卒業した者又は平成２５年３月

に卒業見込みの者

平成２４年１０月１４日（日）平成２４年９月１６日（日）

下記の場所で交付いたします。最寄りの場所でお受け

取りください。

①さつま町役場（本庁）総務課　秘書人事係

②さつま町役場鶴田支所　総務係

③さつま町役場薩摩支所　総務係

※本町のホームページからもダウンロードできます。

下記の場所で交付いたします。最
寄りの場所でお受け取りください。
①さつま町消防本部（消防署）
　消防課　総務係
②さつま町役場（本庁）総務課
　秘書人事係
③さつま町役場鶴田支所　総務係
④さつま町役場薩摩支所　総務係
※本町のホームページからもダウ
ンロードできます。

受験申込用紙に必要事項を記入し、添付書類を添えて、

下記へ提出してください。

◇さつま町役場（本庁）総務課　秘書人事係

※鶴田・薩摩支所では受付けませんので、ご了承くだ

さい。

受験申込用紙に必要事項を記入
し、添付書類を添えて、下記へ
提出してください。
◇さつま町消防本部　消防課
　総務係
※本庁、鶴田・薩摩支所では受
付けませんので、ご了承くださ
い。

平成２４年８月１７日（金）まで
平成２４年８月１３日（月）から
平成２４年９月　６日（木）まで

午前８時３０分から午後５時１５分まで（土曜、日曜を除く）

さつま町役場（本庁）総務課　秘書人事係
（℡ 0996-53-1111　内線2212、2213）

さつま町消防本部　消防課　総務係
（℡ 0996-52-0119　内線2731）

町では平成２４年度さつま町職員採用試験を次のとおり実施します。

　
７
月
中
旬
か
ら
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
解

体
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
工
期
は
１０
月
下
旬
ま
で
で
、
公
用
車
車

庫
・
倉
庫
を
解
体
後
、
敷
地
南
側
の
庁
舎

（
南
別
館
）
を
解
体
す
る
計
画
で
す
。

　
今
回
の
解
体
工
事
に
よ
り
役
場
駐
車
場

は
仮
囲
い
を
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
た
い

へ
ん
狭
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
車
両
等
が
走
行
し
ま
す
の

で
、
来
庁
の
際
は
、
十
分
な
注
意
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
道
役
場
前
通
り
線
は
、
片
側

相
互
通
行
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
係

員
の
指
示
に
従
い
、
安
全
走
行
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

解
体
に
着
手

　　
さ
つ
ま
町
内
の
企
業
１７
社
及

び
関
係
機
関
に
お
い
て
設
立
す

る
、
「
さ
つ
ま
町
も
の
づ
く
り

企
業
振
興
会
」
と
、
高
等
学
校

等
進
路
指
導
担
当
教
諭
に
よ
る

企
業
訪
問
並
び
に
意
見
交
換
会

が
７
月
１１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
会
員
企
業
で
あ
る

㈱
秦
野
精
密
　
薩
摩
、
フ
ォ
ー

ビ
ス
テ
ク
ノ
㈱
の
２
社
へ
企
業

訪
問
を
行
い
、
午
後
か
ら
宮
之

城
ひ
ま
わ
り
館
で
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
に
は
、
企
業
訪

問
に
引
き
続
き
県
内
の
川
薩
、

姶
良
地
区
な
ど
の
公
私
立
高
校
、

技
術
専
門
校
１０
校
の
１２
人
、
同

振
興
会
の
会
員
企
業
８
社
か
ら

１１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
学
校
側
か
ら
は
、
企
業
が
求

め
る
人
材
に
対
す
る
質
問
な
ど

が
さ
れ
、
企
業
側
か
ら
は
、
新

卒
者
の
採
用
後
の
育
成
方
針
や

採
用
者
の
動
向
等
の
説
明
が
行

わ
れ
、
双
方
の
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
る
大
変
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

高
等
学
校
教
諭
等
と
の

　
　
　
　
　
意
見
交
換
会

企業と高校側の積極的な意見交換が行われました

新
庁
舎
建
設
事
業

解
体
工
事
が
始
ま
っ
た
役
場
南
別
館
、

駐
車
場
が
大
変
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。

＝
テ
ー
マ
　
先
人
の
思
い
よ
、
今
蘇
れ
！

　
残
さ
れ
た
偉
人
、
西
郷
菊
次
郎
先
生
＝

【
主
催
】
永
野
西
郷
菊
次
郎
顕
彰
会

【
共
催
】
さ
つ
ま
町
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西

郷
菊
次
郎
顕
彰
会

【
開
催
日
】
平
成
２４
年
１１
月
１１
日
（
日
）

【
内
容
】
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
五
ツ
太

鼓
）
、
西
郷
菊
次
郎
鉱
業
館
長
就
任
１

０
０
周
年
記
念
式
典
（
永
野
小
）
、
特

別
記
念
講
演
会
、
金
山
踊
り
（
予
定
）

【
西
郷
菊
次
郎
は
ど
ん
な
人
？
】

①
生
ま
れ
は

・
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）

西
郷
隆
盛
と
愛
加
那
の
長
男
と
し
て

龍
郷
町
で
生
ま
れ
る

②
波
乱
万
丈
の
人
生

・
１７
歳
（
１
８
７
７
）
西
南
戦
争
に
従

軍
、
玉
名
で
右
足
を
負
傷
切
断

・
延
岡
市
（
北
川
町
）
で
西
郷
従
道
の

配
慮
で
助
け
ら
れ
る

③
外
務
省
に
勤
務

・
米
国
留
学
後
、
台
湾
の
宜
蘭
で
活
躍

（
西
郷
堤
防
の
建
設
等
）

④
京
都
市
長
に
抜
擢

・
第
二
琵
琶
湖
疎
水
や
市
電
軌
道
敷
設

⑤
永
野
金
山
の
鉱
業
館
長
に
就
任
（
１
９
１
２
）

・
「
夜
学
校
」
や
道
場
を
建
設
し
青
少

年
の
育
成
に
力
を
注
ぐ

・
金
山
掘
削
の
近
代
化
事
業
を
確
立

・
佐
志
の
用
水
を
建
設

・
永
野
村
の
地
域
振
興
に
貢
献

西
郷
菊
次
郎
鉱
業
館
長
就
任

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を

開
催
し
ま
す

川
薩
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

さつま町

職員採用試験の案内

南別館
盈進小学校



歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
検
査
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文責 林田歯科クリニック　林田裕伸

　胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、子宮がんは検診により早期発見でき、治療で死亡

率が低下するがんです。

　日本では、国民の２人に１人ががんにかかり、３人に１人ががんで亡くなると言われて

います。

　さつま町の平成22年度のがんによる死亡割合は25.7％と、心疾患の20.9％、脳血管疾患

の9.8％を上回っています。

　平成22年度にさつま町で行ったがん検診（集団）の結果、要精密検査となった方の精検

結果は下表のとおりです。がんの方だけでなく、他の疾患の方や異常なしの方もいます。

　がん検診は、スクリーニング（ふるい分け）ですから、確定診断には不十分です。また

がんは、発病初期には症状がなく進行することも多いものです。

　特に、精密検査未受診の方は、がんかもしれないと不安を抱えながら毎日を過ごすので

はなく、異常がないことを確認したり、必要があるなら早期に治療を開始するために、一

日でも早く精密検査を受けましょう。

　う蝕（虫歯）は歯そのものの病気ですが、歯周病は、歯を支えている組織（歯肉、歯槽骨、歯

根膜、セメント質など）がばい菌に冒されて、壊れていく病気です。

　一般には、歯周病は中高年の病気と思われていますが、実状では30代前後で80％の方が発症し

ており、初期症状においては10代の若年齢層から50％もの方に見受けられます。

　歯周病の進行状況を検査する指標として、“歯周ポケット検査”というものがあります。これ

は、歯と歯ぐきの間にある溝の深さを測る検査ですが、これが全ての歯に５㎜から６㎜以上ある、

中等度から重度の歯周病にかかっている人の歯周ポケット上皮の表面積は、72㎝
２

、おおよそ手

のひらと同じぐらいになるといわれています。それだけの面積に炎症が存在し、膿を排出させ、

粘膜の表面に潰瘍ができて、しかもその表面には細菌がびっしりと付いています。（歯周ポケッ

トの中に存在するデンタルプラーク１ｍｇ中に１０００万～１億もの細菌が存在している。細菌

の密度は実にウンチの１０倍。）この状態が何年も続いているのですから、細菌の毒素や、細菌

そのものが体の中に入って、色々な病気を引き起こす事は想像できると思います。

歯科の３大疾患といえば、う蝕（虫歯）・歯周病・顎関節症（あごの関節の病気）

ですが、今回、歯周病についてお話ししてみたいと思います。

１　歯周病って何？

２　歯周病の怖さ

３　何ともなくても、定期点検を！！

■
〈
健
康
自
慢
に
表
彰
さ
れ
て
思
う
こ
と
〉

　
思
い
が
け
な
い
表
彰
を
受
け
、
び

っ
く
り
と
は
ず
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
皆
さ
ん
に
自
慢
し
た
か
ら
に

は
、
自
分
の
健
康
の
源
は
、
歯
が
一

番
と
思
い
、
８
０
２
０
を
め
ざ
し
日

々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■<

継
続
で
き
て
い
る
こ
と>

　
歯
ブ
ラ
シ
を
鉛
筆
握
り
に
持
ち
、

一
本
一
本
の
歯
の
角
度
を
変
え
な
が

ら
、
歯
ブ
ラ
シ
を
小
刻
み
に
動
か
す
。

さ
ら
に
、
糸
よ
う
じ
・
歯
間
ブ
ラ
シ

を
上
手
に
併
用
す
る
よ
う
に
歯
医
者

さ
ん
に
指
導
を
受
け
、
１
日
３
回
、

朝
・
昼
は
３
分
位
、
夜
は
風
呂
場
で

ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
１０
分
位
。
ど

こ
で
も
磨
け
る
よ
う
に
、
キ
ッ
チ
ン
、

洗
面
所
、
風
呂
場
に
歯
ブ
ラ
シ
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
外
出
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
と
し
て
、
バ
ッ
グ
に
歯
ブ
ラ
シ

セ
ッ
ト
、
ガ
ム
は
常
に
携
帯
し
て
い

ま
す
。

■
〈
健
康
づ
く
り
に
励
む
き
っ
か
け
は
〉

　
子
育
て
の
頃
、
２
歳
の
子
ど
も
を

連
れ
て
行
っ
た
歯
医
者
さ
ん
で
、
母

親
の
私
が
治
療
し
て
い
る
の
に
、
横

で
泣
き
出
し
て
し
ま
い
、
子
ど
も
を

同
席
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
言
わ

れ
、
二
人
の
子
ど
も
に
は
む
し
歯
に

な
ら
な
い
よ
う
に
早
く
か
ら
歯
磨
き

の
習
慣
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
歯
に

は
自
信
の
あ
っ
た
私
で
し
た
が
、
町

の
健
診
で
歯
周
病
の
汚
名
を
。
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
す
ぐ
歯
科
受
診
。

現
在
、
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
へ
通

っ
て
い
ま
す
。

早﨑さんの歯を守る大切な道具です

１本１本ていねいに磨きます

薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
監
修

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

口は災いの元？　本当は怖い、 歯周病こんにちは保健師です健康さつま21

　
早
﨑
キ
ク
ヱ
さ
ん
　
64
歳
　
宮
之
城
屋
地

健
康
な
生
活
習
慣
紹
介

シリーズ№3

がん検診で要精密検査と診断された方へ

必ず医療機関で精密検査を受けましょう

＊乳がん検診は隔年実施により、平成２２年度は実施なし

平成２２年度　さつま町がん検診（集団）の精密検査結果

胃がん検診

Ｈ２２ 異常なし
（人）

がん
（人）

その他疾患
（人）

がんの疑い
または未確定

受診者数

（人）

精密検査結果精　密

検査者

（人）

精密検査

未受診者数

（人）

大腸がん検診

肺がん検診

子宮がん検診

1,559

1,927

2,045

909

2

3

0

0

0

3

2

0

4

0

26

19

4

0

21

34

144

160

14

3

101

4

95

3

お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

電
話(

53)

１
１
１
１

（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

　歯周病は、慢性疾患であり、生活習慣病であるので、自覚症状は、中等度から重度に進行しないと表れ

ません。痛み、出血が出たときは、かなり進行していますので、何ともなくても、定期的にお近くの歯科

医院を受診されることをおすすめします。

　また、治療が終わっても、状態によって、１ヶ月から６ヶ月の点検、お口のクリーニングをしたほうが

いいでしょう。

　現在、糖尿病、脳梗塞、心筋梗塞、未

熟低体重児出産、関節炎、呼吸器系疾患

など、歯周病と密接に関係していること

がわかっています。どれも命を脅かす重

篤な疾患です。

おびや じゅう

とく しっかん

のうこうそく しんきんこうそく

うみ

かいよう

しょく がくかんせつしょう

し そ う こ つ

おかこんまく

し



軸がしっかり
している

全体が色づ
いている

皮に張りが
ある

ブルーム
（白い粉）
　がある

房の下部（房尻）

より上部（軸）の

方が甘いといわれ

ています。

【県北薩地域振興局関連工事】

　≪激特事業関連工事≫

①山崎地区

　・築堤護岸工事（１件）

　・山崎橋工事（２件：取り付け道路、舗装）

②虎居、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事（１件：橋桁）

　・宮之城橋工事（３件：橋桁、橋台・国道嵩上げ、護岸）

【国土交通省関連工事】
　≪激特事業関連工事≫

①柏原地区

　・築堤護岸工事（２件）

　≪鶴田ダム再開発事業関連工事≫

②神子地区

　・施設改造工事

　・上流仮締切工事

　・制水ゲート工事（２件）
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■お問い合わせ先■
　●国土交通省　川内川河川事務所　　TEL (0996) 22-3271　　　　●鹿児島県北薩地域振興局　建設部
　　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　　　　　　　　　土木建築課　道路建設第２係
　　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（0996）25-5289
　　激特事業工事に関すること　　　 宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL (0996) 53-1756

≪今月の現場写真≫　鶴田ダム再開発事業
　ダム上流側（貯水池側）では、増設放流設備及び付替発電管設置に伴う上流仮締切台座（土台）の岩盤掘削などを行
っています。付替発電管の１箇所の台座は、平成24年３月にコンクリート用型枠を設置し、水中コンクリートを打設し
ています。
　ダム下流側では、引き続き、増設減勢工（放流水の勢いを弱める施設）の基礎掘削、コンクリート打設を行っています。
【お知らせ】
　現在、鶴田ダム堤頂の通行止めを行っており今後も続く予定です。通行止めの情報は下記のＵＲＬ（鶴田ダム管理所
ＨＰ）からも確認できます。http://www.qsr.mlit.go.jp/turuta/g1_damaccess/index.html

さつま町内の「川内川激甚災害対策特別緊急事業」と「鶴田ダム再開発事業」の工事

施工箇所（平成24年7月9日現在）

水中掘削中
水中掘削中

コンクリート製造ヤード
（Ｈ23 完成）

平成24年5月 撮影

仮締切工

●鶴田ダム再開発事業　イメージパース図●現在の工事状況

φ4.8m×３条 Φ5.2m×２条

※現時点の完成イメージであり、実際とは異なる場合があります。

　　　　　【ダム下流側】
増設減勢工のコンクリート打設状況
　　　　（平成24年6月）

    【ダム上流側】　
    上流仮締切台座
 岩盤掘削など作業状況
    （平成24年6月)

川内川

●堤体削孔（放流管、発電管）の工事の進め方（概略）

工事運用水位
WL=133ｍ

鶴田ダム

貫通時の工事運用水位
WL=120ｍ

工事運用水位
WL=133ｍ

鶴田ダム

貫通時の工事運用水位
WL=120ｍ

③上流仮締切設置

→放流管設置のため

→作業足場の確保のため

→貫通した放流管内に
　水が入らないようにする扉

→堤体貫通時の
水の流入を防ぐ
  『潜水作業』

①構台設置（H23～）

⑤制水ゲート、ベルマウス設置

④堤体削孔

②台座コンクリート（岩盤掘削など含む）H23～

→上流仮締切の基礎部分『潜水作業』

ぶ
ど
う

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
産
園
芸
係

電
話(

53)

１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
４
）

（
平
成
24
年
６
月
20
日
認
定
）

　
６
月
20
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
栗
山
英
二
さ

ん
が
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
、
農
業
経
営
改
善

計
画
認
定
書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。虎　居

生産牛

栗山　英二（37歳）氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

　
認
定
農
業
者
と
は
、
意
欲
あ
る
農
業
者
が
「
私

は
こ
の
町
で
こ
う
い
う
農
業
が
や
り
た
い
」
と
い

う
考
え
と
、
経
営
を
計
画
的
に
改
善
す
る
た
め
に

作
成
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
示
し
、
町

が
そ
の
考
え
方
・
意
欲
を
認
め
、
地
域
全
体
で
経

営
目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
本
町
の
認
定
農
業
者
数
は
６
月
20
日
現
在
で
個

人
経
営
体
１
９
１
、
組
織
経
営
体
32
、
合
計
２
２

３
経
営
体
で
す
。

　
認
定
農
業
者
に
対
し
て
は
、
関
係
機
関
が
各
種

支
援
策
を
集
中
的
・
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

性別

めす 256 115,690,000 1,216,000 451,914 280

301

291

446,003

448,770

642,000

1,216,000

129,787,000

245,477,000

291

547

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

７月子牛せり市結果　期日：７月10日(火)～11日(水） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対６月分）

16,182円高値

9,499円高値

12,635円高値

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

　
良
質
な
ぶ
ど
う
が
出
来
る
さ
つ
ま
町
で
は
、
主
に
、

観
光
農
園
用
で
ブ
ラ
ッ
ク
オ
リ
ン
ピ
ア
・
巨
峰
・
ピ
オ

ー
ネ
等
が
３
．
４
ha
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
１
０
０
種
類
以
上
の
品
種
が
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
新
し
い
品
種
も
次
々
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
色
、
味
が
違
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
品
種
で

も
、
種
あ
り
と
種
な
し
が
あ
り
、
種
な
し
は
、
種
あ
り

と
比
べ
よ
り
早
く
収
穫
で
き
、
味
も
少
し
あ
っ
さ
り
し

た
感
じ
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

●
黒
色
系

　
　
ブ
ラ
ッ
ク
オ
リ
ン
ピ
ア
、
巨
峰
、
紫
玉
、

　
　
ピ
オ
ー
ネ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ト

●
黄
緑
色
系

　
　
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ロ
ザ
リ
オ
ビ
ア
ン
コ

●
赤
色
系
　

　
　
安
芸
ク
イ
ー
ン
・
サ
ニ
ー
ル
ー
ジ
ュ

　
　
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ

　
ぶ
ど
う
は
、
メ
ロ
ン
や
バ
ナ
ナ
な
ど
と
違
い
追
熟
し

な
い
果
物
で
、
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
果
皮
に
白
っ
ぽ
い
粉
（
ブ
ル
ー
ム
）
が

あ
り
、
軸
が
太
く
青
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
茶
色

く
変
色
し
て
い
る
も
の
は
、
収
穫
か
ら
日
が
経
っ
て
い

る
証
拠
で
す
。

　
ま
た
最
近
は
、
品
種
も
多
く
出
回
っ
て
お
り
味
も
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
試
食
出
来
る
場
合
は
、
必
ず
試
食
し
て

か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ぶ
ど
う
の
皮
に
は
、
視
力
回
復
や
活
性
酸
素
の
除
去

に
効
果
が
あ
る
「
ア
ン
ト
シ
ア
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
ア
ン
ト
シ
ア
ン
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
発
生
を
防
ぎ
血
液
を
キ
レ
イ

に
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
果

実
に
多
く
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
や
果
糖
は
疲
労
回
復
に

効
果
が
あ
る
の
で
暑
い
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
最
適

で
す
。

皮
に
多
く
含
ま
れ
る
ぶ
ど
う
の
栄
養

さ
つ
ま
町
の
ぶ
ど
う

ぶ
ど
う
の
品
種

町
内
で
見
ら
れ
る
品
種

お
い
し
い
ぶ
ど
う
の
選
び
方

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報
まちの園芸作物紹介 ⑩

さ
つ
ま
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
せ
！



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
増
進
課
　
保
険
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
１

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

福
祉
課 

高
齢
福
祉
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
１

税
務
課
　
収
納
第
１
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

安
全
安
心
対
策
課
　
安
全
安
心
対
策
係

　
　
　
　 

内
線
２
２
１
５

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　 

　
　
　
内
線
２
１
４
４

町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）

・町公用封筒（定型封筒長型３号）

　１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）　

広告を掲載しませんか？広告主大募集！

■詳しくは町ホームページをご覧ください。
　http://www.satsuma-net.jp/

広
　
告

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

薩摩郡医師会病院診療案内

＊町民で50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診を1,000円で受診できます。（要受診券）
　　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

(H23.12.16～)

６
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　  72件

　運んだ人  　66人

◆内 訳

　急　病 　33件 29人

　交通事故  7件  6人

　その他　 32件 31人

◆発生件数　0件
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●
年
金
相
談
（
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
）
　

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す

の
で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び

質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
８
月
１５
日
（
水
）
ま
で

に
相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
配

偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎
年

金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場

本
庁
町
民
課
町
民
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
１０
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時

　
８
月
２３
日
（
木
）
　
　
　
　

　
午
前
９
時
４０
分
か
ら

　
　
　
午
後
３
時
４０
分
ま
で

■
相
談
会
場

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
申
込
期
日

　
８
月
１５
日
（
水
）
ま
で
　

■
申
込
先

　
本
庁
町
民
課
町
民
係

●
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
い
る
の
？

　
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

金
の
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
６０
歳
ま
た
は
６５
歳
の
誕
生
月

の
約
３
ヶ
月
前
に
、
「
年
金

に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
や

「
年
金
請
求
書
」
が
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

◎
必
要
事
項
を
記
入
し
、
支
給

開
始
年
齢
の
誕
生
日
の
前
日

以
後
に
提
出
し
ま
す
。

　
年
金
請
求
に
は
、
戸
籍
謄
本

等
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

添
付
書
類
は
、
配
偶
者
の
有

無
や
年
金
の
加
入
状
況
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
川

内
年
金
事
務
所
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
書
の
提
出
か
ら
約

２
ヶ
月
後
に
年
金
証
書
が
送

付
さ
れ
、
そ
の
後
お
お
よ
そ

５０
日
後
に
指
定
さ
れ
た
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

●
任
意
加
入
制
度
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
に
は
、
ご
本
人
の

申
し
出
に
よ
り
、
６０
歳
か
ら
６５

歳
未
満
の
５
年
間
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
６５
歳
か
ら
受
け

取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や

す
こ
と
が
出
来
る
任
意
加
入
制

度
が
あ
り
ま
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
６０
歳

以
上
６５
歳
未
満
の
方

②
老
齢
期
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
年
金

保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８

０
月
未
満
の
方

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
方

①
か
ら
④
に
該
当
す
る
方
が
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
川
内
年
金
事
務

所
　
（
２２
）
５
２
７
９
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
８
月
は
「
人
権
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
」
で
す

　
県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定

め
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発

放
送
や
新
聞
広
告
、
「
じ
ん
け

ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
の
開

催
な
ど
、
様
々
な
人
権
啓
発
活

動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高

齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害

者
等
に
関
す
る
人
権
問
題
が
、

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会

の
実
現
に
向
け
て
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身

近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
人
権
同
和
対
策
課
　
　

　
　
０
９
９-

２
８
６-

２
５
７
４

　
さ
つ
ま
町
立
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
５３
）
１
９
４
３

●
８
月
は
『
限
度
額
適
用
認

定
証
』
の
切
り
替
え
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
等
の
有
効
期
限
は
、
平
成

２４
年
７
月
３１
日
で
す
。
引
き
続

き
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
８

月
中
に
役
場
保
険
係
で
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　

　
こ
の
認
定
証
は
、
ひ
と
月
の

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
し
て
、
非
課

税
世
帯
の
方
の
入
院
中
の
食
事

代
も
減
額
す
る
も
の
で
す
。
新

規
の
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
・
印
鑑
・
旧
限
度
額

適
用
認
定
証

●
健
康
診
査
日
程
【
８
・
９
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
12
生
）
育
児
相
談

　
８
月
１７
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
21
．
６
生
）
健
診

　
８
月
２２
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
（
Ｈ
22
．
８
生
）

　
　
　
　
健
や
か
健
康
相
談

　
９
月
６
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
２
生
）
健
診

　
９
月
６
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
９
月
７
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
24
．
４
生
）
健
診

　
９
月
１２
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
８
月
２０
日
（
月
）

　
９
月
３
日
（
月
）

　
９
月
１０
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
８
月
２２
日
（
水
）

　
９
月
６
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　
９
月
４
日
（
火
）

　
９
月
１１
日
（
火
）

　
９
月
１８
日
（
火
）

　
９
月
２５
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　
９
月
１４
日
（
金
）

　
９
月
２１
日
（
金
）

　
９
月
２８
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
え
ほ
ん
の
森
）

■
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
健
診

　
午
前
８
時
～
午
前
１０
時
受
付

・
８
月
２５
日
（
土
）

　
８
月
２６
日
（
日
）

　
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
月
３１
日
（
金
）

　
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー

・
９
月
１
日
（
土
）

　
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
夏
の
風
と
友
だ
ち
コ
ー
ス

　
８
月
１２
日
（
日
）
午
前
７
時

　
佐
志
地
区
公
民
館
出
発

■
川
風
さ
わ
や
か
コ
ー
ス

　
８
月
２５
日
（
土
）
午
前
７
時

　
宮
之
城
温
泉
街
出
発

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
免

除
さ
れ
ま
す

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
、
次
の
基
準
を
満

た
す
方
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
全
額
免
除
　

　
世
帯
に
身
体
・
療
育
・
精
神

い
ず
れ
か
の
手
帳
所
持
者
が
お

り
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
で
あ
る
こ
と
。

■
半
額
免
除

　
契
約
者
が
重
度
の
障
害
者
、

ま
た
は
視
覚
及
び
聴
覚
障
害
者

で
あ
る
こ
と
。

※
免
除
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
印
鑑
と
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬
老

商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す

　
町
で
は
、
敬
老
行
事
の
一
環

と
し
て
、
９０
歳
（
大
正
１０
年
９

月
２
日
か
ら
大
正
１１
年
９
月
１

日
生
ま
れ
）
の
方
及
び
８０
歳

（
昭
和
６
年
９
月
２
日
か
ら
昭

和
７
年
９
月
１
日
生
ま
れ
）
の

方
に
長
寿
を
お
祝
い
し
て
「
敬

老
商
品
券
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
商
品
券
の
額
は
、
９０
歳
に
な

ら
れ
た
方
へ
は
１
万
円
、
８０
歳

に
な
ら
れ
た
方
へ
は
５
千
円
で
、

本
年
度
は
９０
歳
到
達
の
方
が
１

５
０
人
、
８０
歳
到
達
の
方
が
３

８
９
人
、
合
わ
せ
て
５
３
９
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
７
月

１
日
現
在
）

　
商
品
券
は
、
各
地
区
で
開
催

さ
れ
る
敬
老
行
事
等
の
際
に
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
（
シ

ャ
チ
ハ
タ
印
は
不
可
）
を
持
参

さ
れ
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

（
本
人
が
参
加
で
き
な
い
場
合

は
、
代
理
受
領
を
お
願
い
し
ま

す
。
）

　
な
お
、
商
品
券
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
各
事
業
所
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
一
部

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
商
店
ま
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
　
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係

　●
今
月
の
納
税
な
ど

　
町
県
民
税
第
２
期

　
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期

　
介
護
保
険
料
第
２
期

　
【
納
期
限
８
月
３１
日
】

●
交
通
事
故
多
発
！

ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
運
転
を
！

　
最
近
、
町
内
に
お
け
る
交
通

事
故
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
の
事
故
の
割

合
が
増
え
て
い
ま
す
。
歩
行
者

も
運
転
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
体
調
が
悪
い
と
き
な
ど
の

運
転
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り

の
心
が
け
が
事

故
防
止
の
特
効

薬
で
す
。



町長交際費執行状況

(６月分)

町
長
コ
ラ
ム

水
道
課
　
管
理
係

　
　
　
　 

内
線
２
２
６
１

総
務
課 

広
報
文
書
係

　
　
　
　 

内
線
２
２
１
４

●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

No．10さつま町よかとこファイル

大勢の来場者で賑わう神子区夏祭り（写真は昨年度のもの）

神
子
区
夏
祭
り
・
さ
つ
ま
龍
舟
祭

税
務
課
　
資
産
税
係 

串
下
　
哲
也

固
定
資
産
税
に
関
す
る

担
当
を
し
て
い
ま
す
。

　
来
る
８
月
12
日
（
日
）
午

後
６
時
30
分
か
ら
第
４
回
神

子
区
夏
祭
り
が
、
あ
び
～
る

館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
祭
り
で
は
、
幼
稚
園
・
保

育
園
児
の
御
神
輿
パ
レ
ー
ド

や
舞
台
発
表
、
地
元
鶴
田
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、

薩
摩
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部
の

ダ
ン
ス
披
露
や
花
火
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
26
日
（
日
）

に
は
「
さ
つ
ま
龍
舟
祭
」
が

神
子
橋
付
近
の
川
内
川
特
設

会
場
で
行
わ
れ
、
カ
ラ
フ
ル

な
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
に
乗
り

込
ん
だ
漕
手
に
よ
っ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
龍
舟
祭
前
日
の
８
月
25
日

（
土
）
夕
方
に
は
同
会
場
で

神
子
区
公
民
会
対
抗
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
夏
「
熱
い
神
子
区
」

を
ぜ
ひ
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

こ
う
し

今
年
も
「
神
子
の
夏
」
が
熱
い
！

★

★

●

さつま町役場
鶴田支所

龍舟祭会場

神子区夏祭り会場
（あび～る館駐車場）

●鶴田中学校

●

鶴田小学校

Ｒ267
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がんばれ 認定農業者!!　シリーズ73

　山口治幸さんは、平成１４年１０月に認定農業者として

認定されました。

　現在、生産牛２０頭、水稲４.３haを経営されています。

　「元々自宅で両親が牛を飼育していて、自分も牛が好

きだった」ため就農しようと思われたそうです。

　牛の飼料は、安全面にこだわり全て自給飼料で賄って

います。また、牛の価格も今は安定し、２ヶ月に１回開

催されていたせり市も毎月開催されるようになり助かっ

ているそうです。

　現在の課題は「水稲は、圃場整備が進んでいないため

効率よく作業が出来ないこと、牛については、受胎率が

低いことです。」と話されます。

　今後は、「牛の頭数を増やして良い牛の生産に努め、

水稲も田んぼが集約出来れば受託作業もしていきたい。」

と抱負を話されました。

町長の動静 （平成24年６月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

交
流
人
口

山 口 治 幸 さん 44歳

や ま ぐ ち は る ゆ き

さつま町求名 

　
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
入
り
、

２
０
０
６
年
の
ピ
ー
ク
以
降
、
全

国
の
殆
ど
の
地
方
都
市
で
人
口
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
人
口
を
増
や
す
べ

き
と
い
う
観
念
が
支
配
的
で
、
定

住
促
進
が
行
政
の
大
き
な
目
標
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
子
化
傾

向
は
一
段
と
進
み
、
定
住
人
口
を

追
い
求
め
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
都
市
住
民
の
生
活
ス
タ

イ
ル
が
変
わ
り
、
週
末
や
一
年
の

一
定
期
間
を
農
山
漁
村
で
暮
ら
す

「
二
地
域
居
住
」
や
地
域
の
人
と

交
流
す
る
「
交
流
居
住
」
の
人
口

が
年
々
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
等
か
ら
、
こ

れ
か
ら
は
定
住
人
口
一
辺
倒
で
は

な
く
、
さ
つ
ま
町
の
魅
力
、
特
色

を
前
面
に
押
し
出
し
て
、
観
光
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
、
町
に
訪
れ
る

人
、
い
わ
ゆ
る
「
交
流
人
口
」
を

い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
が
こ
れ

か
ら
の
町
の
浮
沈
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
交
流
人
口
の
創
出
を
図
り
、
滞

在
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、
さ

つ
ま
町
を
わ
か
っ
て
頂
く
フ
ァ
ン

を
増
や
す
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
交
流
人
口
拡
大
か
ら
定
住
に
結

び
付
く
様
々
な
施
策
展
開
が
求
め

ら
れ
ま
す
の
で
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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●
町
有
財
産
（
車
両
）
の
売
却

の
お
知
ら
せ
　
　

　
町
で
は
、
次
の
財
産
（
車

両
）
を
有
効
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。

▽
入
札
参
加
申
込
み
期
間

　
平
成
２４
年
８
月
１
日
（
水
）

か
ら
平
成
２４
年
８
月
２０
日
（
月
）

ま
で

（
閉
庁
日
は
除
く
）

▽
入
札
日
時
・
場
所
等

　
平
成
２４
年
８
月
２４
日
（
金
）

　
午
後
３
時
か
ら
　

　
役
場
東
別
館
３
階
会
議
室

▽
売
却
物
件

【
車
両
】

　
ト
ヨ
タ
　
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ

　
ー
プ
ラ
ド
（
色
　
グ
レ
ー
）

【
型
式
】
Ｔ
Ｘ
５
人
乗
り
仕
様

　
Ｃ
Ｂ
Ａ-

Ｔ
Ｒ
Ｊ
１
２
０
Ｗ

【
初
年
度
登
録
】
平
成
１７
年
１
月

【
走
行
距
離
】
６
３
，
９
０
０
㎞

　
（
平
成
２４
年
６
月
末
現
在
）

【
車
検
】
な
し

　
（
廃
車
手
続
き
済
み
）

●
県
立
博
物
館
企
画
展

「
ビ
ッ
ク
リ
は
っ
け
ん
！
理
科

研
究
」
開
催
の
ご
案
内

　
長
い
夏
休
み
は
、
じ
っ
く
り

と
理
科
研
究
に
取
り
組
む
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
ど
の
よ
う
に
観
察

や
実
験
を
す
れ
ば
、
満
足
で
き

る
研
究
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
貝
や
昆
虫
、
植
物

や
岩
石
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
き
れ
い
な
標
本
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
平
成
２３
年
度
の
児

童
・
生
徒
の
優

れ
た
理
科
研
究

記
録
や
標
本
を

展
示
す
る
と
と

も
に
、
研
究
の

進
め
方
や
標
本

の
作
り
方
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
期
間

　
９
月
２
日
（
日
）
ま
で
　

▽
会
場

　
宝
山
ホ
ー
ル
（
県
文
化
セ
ン

タ
ー
）
４
階
化
石
展
示
室
　

▽
入
場
料
　
無
料
　

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
博
物
館
　

　
　
０
９
９-

２
２
３-

６
０
５
０

●
引
揚
者
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方

々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や

証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の

も
の
で
す
。

１
．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、

上
陸
地
の
税
関
・
運
輸
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
２
．
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、

総
領
事
館
、
日
本
人
自
治
会

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　
お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半

数
以
上
は
返
還
の
お
申
し
出
が

な
く
、
現
在
も
税
関
に
保
管
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

の
方
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
税
関
監
視
部
統
括
監
視

　
官
（
第
１
部
門
）

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
１
２
０-

８
２
８-

６
８
０

　
〒
８
５
０-

０
８
６
２

　
長
崎
市
出
島
町
１
番
３６
号

　
長
崎
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
お
知
ら
せ
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w.custom
s.go.jp/

nagasaki/

６
月
１
日

　
　

 
 

３
日

　
　
４
日

　
　

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　

　
　
８
日

　
　

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
18
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
25
日

　
　

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

職
員
朝
会
　
▽
３
役
調
整
会
議
　
▽
北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

「
薩
摩
の
さ
つ
ま
」
披
露
会

川
内
川
鮎
ま
つ
り
　
▽
時
吉
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
開
場
祝

議
会
全
員
協
議
会
　
▽
高
校
振
興
対
策
協
議
会
総
会
　

叙
勲
受
賞
報
告
（
元
町
消
防
団
長
　
萩
木
塲
氏
）

「
さ
つ
ま
町
特
産
品
ま
つ
り
」
・
観
光
・
住
宅
団
地
分
譲
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
（
鹿
児
島
市
）

国
土
交
通
省
九
州
整
備
局
長
現
地
視
察
時
対
応

農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
総
会
　
▽
川
薩
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
総
会

鶴
田
区
公
民
館
長
等
要
望
対
応

６
月
定
例
議
会
開
会
　
▽
百
歳
訪
問
　
▽
農
商
工
連
携
交
流
会
意
見
交
換
会

Ｊ
Ａ
組
合
長
来
庁
面
談
　

表
彰
状
伝
達
（
行
政
相
談
員
　
小
島
氏
）
　
▽
町
畜
産
振
興
会
総
会

誘
致
企
業
役
員
と
の
面
談

寄
附
者
感
謝
状
贈
呈

本
会
議
（
一
般
質
問
７
人
）
　

本
会
議
（
一
般
質
問
３
人
）
　
▽
議
会
総
括
質
疑

各
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
疑

北
薩
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
総
会
交
流
会
　

町
防
災
会
議
・
水
防
協
議
会
　

ダ
ム
発
電
関
係
要
望
会
・
監
査
（
観
光
所
在
地
町
村
協
議
会
）
・
県
庁
訪
問
（
鹿
児
島
市
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
　
▽
集
落
営
農
認
定
証
交
付
式
　

県
観
光
連
盟
総
会
（
鹿
児
島
市
）

企
業
訪
問
（
片
倉
工
業
㈱
・
日
本
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
㈱
）
（
東
京
都
）

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
総
会
（
東
京
都
）

国
政
報
告
会
（
薩
摩
川
内
市
）

電
子
入
札
　
▽
県
治
山
林
道
協
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

企
業
役
員
と
の
意
見
交
換
会

個
人
演
説
会
　
▽
介
護
施
設
長
と
の
意
見
交
換
　
▽
県
農
政
部
と
の
意
見
交
換
（
農
地
プ
ラ
ン
）

本
会
議
（
最
終
日
）
薩
摩
川
内
市
議
と
の
意
見
交
換

日
本
特
殊
陶
業
㈱
宮
之
城
工
場
訪
問
（
新
採
枠
要
望
）

県
防
衛
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

鶴
宮
園
改
修
見
学
　
▽
奥
薩
摩
・
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
総
会
（
伊
佐
市
）

・６月５日

鹿児島中央駅での特産観光
ＰＲ時

さつま町心の健康づくり
サポーター養成講座時

・６月26日

来客（町外等）用地元産品

青森県鶴田町での観光ＰＲ
用地元産品

・６月７日

・６月６日

農商工連携交流会時

・６月14日

・６月８日

・６月23日

1,701円

5,880円

11,640円

3,000円

35,750円

20,000円

1,785円

香典及び供花代
（故　原田正純氏）

寄付採納時お礼



⑬

基
本
は
あ
い
さ
つ
か
ら

自
信
に
満
ち
た
笑
顔
へ

２
年
生
か
ら
の
集
大
成
で
す

が

ん

ば

れ

！

ス
ポ
ー

ッ

少
年

団

みんな目標に向かって頑張っています

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
18
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
33
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

18広報さつま19 広報さつま

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

紫尾スポーツ少年団

　
紫
尾
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
現
在
１
年
生
４

人
、
２
年
生
２
人
、
３
年
生
３
人
、
４
年
生

３
人
、
５
年
生
１
人
、
６
年
生
２
人
の
計
１５

人
と
指
導
者
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
全
盛
期
の
人
数
よ
り
少
な
い
で
す

が
、
「
元
気
よ
く
礼
儀
正
し
い
挨
拶
の
で
き

る
子
供
に
な
る
よ
う
、
指
導
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
」
と
指
導
者
の
舟
倉
直
人
さ
ん
（
３５
）

は
話
し
ま
す
。

　　
低
学
年
の
団
員
も
多
い
で
す
が
、
舟
倉
さ

ん
は
、
「
入
団
す
る
子
ど
も
の
中
に
は
、
水

が
苦
手
な
子
供
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
が
、
水
に
慣
れ
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、

大
会
に
出
場
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
す
。
は

じ
め
て
大
会
に
出
場
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

と
て
も
自
信
に
満
ち
た
表
情
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
、
指
導
し
て
良

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
」
と
や
り
が
い
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
紫
尾
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
長
で
紫
尾
小

学
校
６
年
生
の
大
園
竜
之
介
く
ん
は
、
２
年

生
の
時
に
入
団
し
ま
し
た
。
「
楽
し
い
こ
と

は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
練
習
が
で
き
る
こ
と

で
、
フ
リ
ー
の
キ
ッ
ク
練
習
な
ど
つ
ら
い
と

き
も
あ
り
ま
す
。
」
と
活
動
を
振
り
返
り
ま

す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
、
「
み
ん
な
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
い
く
こ
と
と
、
自
分
は
ク
ロ
ー
ル

（
５０
Ｍ
）
で
４０
秒
を
き
る
こ
と
、
バ
タ
フ
ラ

イ
（
５０
Ｍ
）
で
５０
秒
を
き
る
こ
と
で
す
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２３年８月１日生

ちゃん

ゆ いお お し ろ

大城結愛

湯田原公民会

両親から一言

父　真　一　さん
母　裕　美　さん

健康で明るい子に

　　　　育ってね！

平成２３年８月１日生

ちゃん

れ ん じふ く し ま

福島廉士

父　正　英　さん
母　真　理　さん

元気に大きく育ってね！

両親から一言

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
　
上
之
原
純
夫

中
野
　
エ
ミ
　
96 

下
川
口

富
永
ハ
ツ
エ 

94 

二
渡

松
元
　
優
　
　
88 

上
仲
町

楠
原
　
幸
子
　
73 

別
野

南
田
ヤ
ス
子 

80 

川
原
町

中
山
　
克
己
　
71 

角
郷

田
島
　
チ
リ
　
77 

仮
屋
原

川
畑
　
正
光
　
97 

須
杭

淵
脇
　
ミ
チ
　
88 

下
中
福
良

有
村
　
克
子
　
77 

柊
野
中
間
下

中
囿
　
尚
光
　
83 

時
吉
新
町

鳥
居
　
正
人
　
82 

中
央

野
田
ハ
ツ
ミ 

96 

天
神

東
　
　
ヨ
シ
　
86 

櫃
ヶ
迫

中
野
　
幸
輝
　
80
　
紫
尾
下

女女男 男男女 女男

い

ち

き

あ

い

ら

さ

さ

は

ら

に

し

む

ら

み

う

は

る

き

つ

る

の

あ

い

さ

た

け

し

た

ひ
が
し

こ

な

つ

と

し

や

や

ま

ぐ

ち
�

ま

つ

も

と

ゆ

き

や

な

つ

は

つ

ま

が

り

け

ん

こ

う

た

け

い

ほ

か

む

ろ

い
わ
い
ざ
こ

む

ら

た

や

ま

し

た

さ

か

も

と

き

く

の

あ

い

み

そ

う

た

ゆ

ず

き

あ

い

る

な

る

と

り
ょ
う
ま

そ

う

ま

い

ま

む

ら

あ

す

む

め

い

て

い

あ

る

　道路では、車両や歩行者の安全確保のために物件が入ってはならない

「建築限界線」が法律で定められています。

　道路に隣接する山林や宅地の樹木から伸びた枝葉などが、この「建築限

界線」を越えると法律違反になることはもちろんですが、違反を原因とし

て交通事故等が発生したときは、樹木の所有者（管理者）に損害賠償責任

が生じることもあります。

　みんなが安心して道路を利用できるよう、今一度、道路に隣接する自己

所有地を点検して、枝葉等が道路に出ているときは早急に伐採してくださ

るようお願いします。

　なお、「建築限界線」を越えている枝葉について、緊急の場合は所有者

に代わって道路管理者が伐採することがありますので、ご了承ください。

８月10日は道の日

概　念　図

建築限界線

高さ 4.5ｍ

外側線（白線） 山林宅地 歩道

高さ
2.5ｍ

女男 男 男 男 女 女 女女女

樹
木
の
枝
な
ど
が
道
路
に
は
み
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

お問い合わせ先

【町道関係】さつま町役場建設課　土木管理係　電話　53-1111（内線2255）

【国・県道関係】北薩地域振興局　電話　0996（25）5548

 担当：建設部建設総務課管理係　または　建設部土木建築課道路維持係
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さ
つ
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向
囿
　
重
則
　
98
　
黒
鳥

白
澤
　
フ
ミ
　
82 

東
町

坂
脇
　
義
彦
　
88 

大
願
寺

　
井
　
正
文
　
86 

上
向

　
都
　
清
美
　
92 

東
町

鶴
　
　
弘
　
　
76 

上
中
福
良

大
園
　
森
　
　
99 

紫
尾
下

児
島
　
節
子
　
91 

旭

黒
鳥
　
久
美
　
88 

黒
鳥

山
本
　
榮
　
　
81 
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右田　麗旺 さん
永野小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,492人（-  7人） 

　男　　10,876人（- 15人）

　女　　12,616人（+  8人）

    世帯数　9,956世帯

 転入    64人　転出   49人

 出生　  12人　死亡   34人

 （平成24年７月１日現在）

     （　）は前月対比

楽しく勉強を教えたい！
　私の夢は、教師になることです。私たち５・６年の複式学級に

は、１４人の仲間がいます。１４人の仲間と共に勉強をしながら、

分からないところは、お互いに教え合います。私は、友達に分か

りやすく教えられるように、家での復習に力を入れるようになり

ました。

　将来、今の担任の先生と一緒に、道具などを工夫して、子ども

たちに楽しく分かりやすく勉強を教えたいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

８　月

９　月

８　月

９　月

５日

１２日

１９日

２６日

２日

９日

１６日

１７日

小緑内科

薩摩郡医師会病院

海江田医院

宮之城病院

木原医院

薩摩郡医師会病院

クオラリハビリテーション病院

立志病院

５２－１６７６

５３－０３２６

５３－０００６

５３－０１８０

５２－２７００

５３－０３２６

５３－１７０４

５５－９１１９

５日

１２日

１９日

２６日

２日

９日

１６日

１７日

とどろ薬局

青空薬局

タバタ薬局

ドレミ薬局

みやんじょ薬局

青空薬局

ウチ薬局

フタヤ薬局

５２－２５２５

５２－０１０１

２１－３３４４

２１－４５７５

５２－４６５０

５２－０１０１

５３－００６３

５９－２０３３
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